
 

 

 

 

 

 

「薄さ５ミリ、わずか３０グラムの軽さです」－伝え合う力 

                                   副校長 佐藤 忍 

 

管理職として普段、人に何かを説明することが多いのですが、何度繰り返してみても大変難し

いものだといつも反省することが多いものです。ましてや、子どもに説明するというときには、

分かりやすく、難しいことをやさしく噛み砕いて説明する「説明力」が求められます。 

さて、表題の文章は、「薄くて軽い時計がほしい」という場合の、望ましい説明の例です。「こ

の時計は、厚さ５ミリで、重さが３０グラムです。」と答えてはいけないのです。違いが分かりま

すか？ 

時計を買いに来た人は、どんな時計を求めているのでしょうか？多くの人は、今自分の持って

いる時計より「薄い」「軽い」優れた時計を求めています。ですから、「薄い」「軽い」ことを表現

してあげることが、「相手を考えた応対」と言えるのです。相手の言葉をそのまま返すことがよい

対応であるというのではありません。相手の気持ちを受けとめることが大切だということをお伝

えしたいのです。 

子どもに「勉強したくない」と言われたら、どう答えたらよいのでしょうか？この場合、つい

大人は「どうして？」とすぐに理由を聞きたくなりますが、その質問をすることはよくないと言

われています。せっかく子どもが自分の気持ちを伝えようとしているのに、大人が答えや理由を

すぐに求めようとすると、人間関係が上手に構築できなくなってしまうからです。 

では、どのような対応がよいのでしょうか。 

「そうか、勉強したくないのか。」と、肯定する、相手の気持ちを受けとめることがよいとされ

ています。これは、ある小児科の医師からお聞きした回答です。まずは、相手の気持ち認めるこ

と、子どもの気持ちを受けとめることから始め、その後に、「勉強すると・・・こんなにいいこと

がある」「このようなこともできるようになる」と、子どもが見えていなかった未来や次に来る楽

しさを具体的にイメージできるように諭すのです。自分がなりたいものに近付けるイメージを嫌

がる子どもはいません。「そうか、続けるとこんなにいいことがあるのか。やってみよう。」と、

挑戦する子どもが増えていくことでしょう。 

私たちは、横川中学校の子どもたちが自分の夢や希望に向かっていくための基礎的な力を育ん

でいかなければなりません。一人ひとりが、相手の気持ちを考えながら、自分が伝えるとともに、 

相手の話もしっかりと受けとめられる「伝え合う人間関係」を育てていきたいと思います。 

 

さて、少し話は変わりますが、７月９日（木）の新聞の一面に文部科学省が次期学習指導要領

で、中学校では「情報・技術科」を新設し、２０２８年度以降の段階的な先行実施を検討すると

報道されました。年間標準授業時数を中学校１・２年生は最大７０時間（週２コマの授業）、中学

校３年生は最大３５時間（週１コマの授業）と示しています。ＳＮＳの普及やＡＩ（人工知能）

の急速な発展により、メディアリテラシーをより重点的に指導することが必要な時代となりまし

た。横川中学校でも、東京都や八王子市教育委員会の施策に則りながら情報教育を進めてまいり

ます。 

 

 

 

 

 

★自分の夢を英語で発表しよう（２年生）    ★令和８年度 第１回 漢字検定 
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本校ならではの TGG 英語校外学習               英語科教科主任 黒木 宜子 

 世界には 7,000 以上の言語があると言われる中、英語を話す人口は約 15 億人、しかもそのう

ち 10 億人以上はネイティブスピーカーではなく英語を「世界共通語」として使う人々です。この

ような国際社会で活躍する人材を育成すべく、本校では先日の 6月 26日(金)に TGG(Tokyo Global 

Gateway)にて１日英語だけに触れる英語校外学習を全校で行いました。最初は緊張した様子の生

徒たちでしたが、「英語しかない空間でも思ったより相手が言っていることが分かったのは嬉し

かった(１年生)。」「空港や飛行機、レストランなど様々な場面での会話を体験することができた

(２年生)。」「いつもの英語の授業では質問に答えるだけで終わりだったけど、ＴＧＧで実際に話

してみたらイメージがわいて、本当に使う時が来たらちゃんとできそうだと思った(１年生)。」

「授業で習ったフレーズが出てきたときは内容がスラスラ頭に入ってきて嬉しかった(２年生)。」

と、たくさんの生徒が積極的に英語を使うことができました。 

 また、8 人班に 1 人ずつ付く外国人のエージェントも会話を盛り上げてくれて、「生まれた国や

話す言葉も違うのに、英語で話して、自分の言っていることを分かってくれて嬉しかった(1 年

生)。」「こちらが積極的に会話をしようとすると相手も理解しようとしてくれて嬉しかったし、伝

わった時の達成感もあって、大きな自信になった(2 年生)。」「去年より圧倒的にしゃべれて、大

きな成長を感じた(3 年生)。」「英会話だけでなく、人とのコミュニケーションや温かみを学べた

(3 年生)。」と、コミュニケーションの楽しさを味わい、自信を得た生徒も多くいました。 

 そして、本校ならではの１～３年生の縦割り班編成では、「下級生たちに英語を教えることがで

きた良かった(3 年生)。」「楽しみにしている下級生たちのために気を配った(3 年生)。」という頼

もしい先輩たちや、「初めてで緊張したけど、先輩たちが色々フォローしてくれて安心して楽しむ

ことができた(1 年生)。」「聴きとれなかった時に班の先輩が教えてくれて嬉しかった(1 年生)。」

「普段あまり関わることのない先輩たちともたくさん話せて良かった(1 年生)。」「先輩たちがと

ても格好良かった(1 年生)。」「次に行くときは先輩として下級生を支えたい(1 年生)。」「来年は先

輩たちのような立派な班長になりたい(2 年生)。」…と、異学年集団での協働の学びを達成するこ

とができました。 

 今回は楽しいだけでなく、言われた単語が分からず言いたいことがうまく言えずに悔しい思い

をした場面もあったかもしれませんが、そこが成長のチャンスです。私も 10 代の時の初めてのホ

ームステイで、話したい内容の 1 割程度しか伝えられず悔しくて悲しくて泣いたこと、その時に

ホストマザーが「日本語も英語も話せるなんてすごい。」と温かく励ましてくれて、そこから私の

英語スイッチが入ったことを懐かしく思い出しました。本校の生徒たちも「次に行く時にきちん

と実践できるように、文の構成などを勉強したい(1 年生)。」 

「何を自主勉強したらいいか考えられるようになった(1 年生)。」 

「今回学んだことを生かして英語の授業で積極的に発言していき 

たい(2 年生)。」「授業でもたくさん英語で話して、英語力を身に 

付けていきたい(3 年生)。」と、今後の学習への意欲が高まった 

生徒も多くいました。 

 英語は世界をつなぐ道具です。そのコミュニケーションツール 

を使いこなし、将来横川中学校の子どもたちが世界に羽ばたいて 

大活躍することを期待しています。 

 

漢字検定 10 年目を迎えて           学校運営協議会 学習支援部 田中 和代 

漢字検定・英語検定の主催が学校運営協議会となり、今年で 10 年目を迎えました。検定実施

にあたり、横川中学校 PTA、横川小学校保護者と教師の会の皆様には、試験監督や会場誘導など

多くのご協力をいただき、心より感謝申し上げます。 

この 10 年間で受検者は増加し上位級に挑戦する児童・生徒も増えてきました。7 月 10 日(金)

の漢字検定には、小学 1 年生から中学 3 年生まで約 40 名が受検しました。初めて入る中学校に

緊張し、大きな机に脚をぶらぶらさせて座る小学生、難問に向き合う真剣な眼差しの中学生の姿

はいずれも頼もしく、全員の合格を祈りながら見守りました。 

今後も、児童・生徒の学力向上を目的とし、皆様の要望にお応えできるよう開催していきます

ので、引き続きご協力をお願いいたします。なお、保護者・地域の皆様も受検できます。ぜひ、

子どもたちと一緒に挑戦してみませんか。 



第２回保護者サロンのお知らせ 

学校閉庁日等について 

植樹祭を開催します 

 

 

１．対 象  市内在住・在学の小・中学生の保護者 

２．日 時  令和８年 8 月 24 日（月） 午前 10 時から午後 12 時 30 分 

３．会 場  八王子市若者総合相談センター 

        （八王子市東町３-１０ 山善ビル４階） 

４．内 容  講演 「不登校の子どもたちの義務教育終了後の進路」 

         講師 八王子市スクールソーシャルワーカー 

５．定 員  40 名(先着順) 

６．受付開始日 令和８年 8 月 1 日（土） 

こちらの２次元コードからお申し込みください。 

https://logoform.jp/form/iapr/1667983 

７．その他  

会場に駐車スペースはありません。近隣の有料駐車場をご利用ください。 

８．問合せ  高尾山学園内 教育指導課登校支援担当電話：６６３－３２１６  

共催 学校教育部教育指導課／子ども家庭部青少年若者課(八王子市若者総合相談センター) 

 

【今後の保護者サロンの予定】 

お子さんの発達のことでお悩みの方を対象に、親として発達障害の子どもの子育て経験があ 

り、一定のトレーニングを受けた「ペアレントメンター」による体験談の紹介や相談、参加者 

同士の交流を行います。各開催日のテーマ、申込方法等の詳細は、市のホームページ（下のＱ 

Ｒコード）からご覧ください。 

 

  １．対 象  市内在住の中学生以下のお子さんの保護者 

２．日 時  10 月 16 日・26 日、11 月 8 日・16 日、12 月 5 日・14 日、 

          令和 9 年１月 18 日 ※各回午前 10 時から正午まで 

３．会 場  八王子市教育センター  

４．定 員  各 50 名(先着順)  

５．問合せ  教育指導課（教育センター） 電話：664-1135  

 

 

 

 

 学校閉庁日は、８月１０日（月）から１８日（火）までです。学校内は誰もおりません。学校

閉庁期間中に事故や事件に遭遇した場合は、まずは警察に連絡をしてください。 

学校は留守番電話に自動設定されていますので、その他の緊急連絡は、八王子市教育総務課 

０４２－６２０－７３２３にお願いします。 

★再度のお知らせとなりますが、今年度より１学期終業式の７月１７日（金）と２学期始業式

の８月２５日（火）は、給食があります。 

 

 

 

 

 「はちおうじ平和アクション８」の一環として、７月３１日（金）１１：００より被爆樹木二

世のアオギリの苗木を植樹する「植樹祭」を開催します。生徒代表として、生徒会役員が校庭の

専用エリアに苗木を丁寧に植え、記念碑を立てる予定です。この活動を通じて、平和の大切さを

未来に伝え、二度と戦争の悲劇を繰り返さない願いを込めています。私たち一人ひとりの思いが、

平和な社会を築き続ける力となることを願いながら、心を込めて植樹を行います。平和な日々が

ずっと続くよう、みんなで共に祈りを込めて大切に育てていきたいと思います。 

 

 

 
 

https://logoform.jp/form/iapr/1667983

